趣味クラブの設置条件について
令和４年２月版

　　　　　　　　　　　（申請・活動上の注意点）

１　原則としてクラブ員は、シニアクラブの会員であることとする。

・同じ単位クラブ員のみで構成するのではなく、他の単位シニアクラブ員も
加入することが望ましい。

　　・シニアクラブの会員以外は、助成金の対象外とする。

　　・報告する会員数は４月１日現在の人数とする。

２　原則として、クラブ員１０名以上で組織されたクラブであること。

３　クラブには、部長、副部長、会計を置くこと。部長は他の趣味クラブ部長と兼務出来ない。（１人で２つ以上のクラブの部長にはなれない。）

４　毎月１回以上定期的に会合して趣味活動を行うこと。

５　会費を徴収すること。

６　単位クラブ名をそのまま趣味クラブ名としないこと。

７　輪投げ、歩こう会、いきいき１００歳体操は対象外とする。

８　複数のクラブに加入しても良いが、同種類のクラブへ二重に加入はできない。

９　助成金の対象となる加入可能クラブ数は、１人で３クラブまでとする。
· 　新規設立を希望される方は、地区長にご相談ください。
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参考・・・趣味クラブ　種類の一例です
【保健部会関係】

グラウンドゴルフ、ペタンク、健康体操、フォークダンス、ストレッチ体操、

レクリエーションダンス、ノルディックウォーキング、吹き矢、卓球、ヨガ、軽体操、民踊、フラダンス、社交ダンス、マレットゴルフ、サイクリング、トレッキング、登山　等　

【文化部会関係】

カラオケ、絵手紙、歌唱、将棋、囲碁、麻雀、写真、生け花、折り紙、

ハーモニカ、手芸、銭太鼓、傘踊、コーラス、書道、郷土史、祭ばやし、

布草履作り、俳句、料理、バンド、パソコン、外国語、手品、文学　等

【その他】

ボランティア関係、園芸、花壇整備　等

[image: image3.png]


[image: image4.png]



[image: image5.png]



[image: image6.png]



[image: image7.png]



[image: image8.png]




[image: image9.png]



[image: image10.png]



[image: image11.png]




趣味クラブ活動の留意点


活動記録を執ること。


②２月末に活動報告書を提出すること。


③会員相互の協力を大切にすること。


④健康に留意して取り組むこと。


⑤楽しいクラブ活動を営むこと。








